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社長としては、逆境からの船出だっ

た。バトンを受けたのは12年前のこと

だ。バブル崩壊とともに業績が悪化す

ると、銀行からの融資はスト

ップ。会社は多額の負債を抱

え、息も絶え絶えの状態だっ

た。それでも、社長を引き受

けたのは、創業メンバーとし

ての責任感であり、何より会

社への強い愛着だった。

その後、4年かけて黒字化に

成功した。苦しいときに支え

になったのは、社員と社長就

任以前に築いてきた直クライ

アントとの信頼関係だった。

「社長就任の数年前に東京に

進出したのですが、当時は下

請けの下請けみたいな仕事が

多かったんです。でも、それで

はいつまでたっても仕事の主

導権が握れません。そこで、企

業が使っているシステムを調

べた上で、これから発生する

問題とその解決策を考え、お

客様の立場にたったシステム

の提案を始めました」。

提案がうまくいき受注する

と、他社に負けない品質とスピ

ードで仕事をやり遂げた。さら

に、何かトラブルがあれば、たとえそれ

が東京や名古屋の仕事でも、全社を挙

げて問題解決に取り組んだ。その姿勢

が地方の会社というハンデを跳ね返した。

こうして増やしていった直クライア

ントが、苦境で奮闘する小清水社長を

助けてくれたのだ。今では、エンドユ

ーザーとの直接の仕事が約6割、都市

圏の企業との取引が売り上げの約2/3

を占める。

社長就任の翌年から現在まで、11年

連続で前年比20％以上の成長を達成し

ており、今では県内の独立系システムコ

ンサルティング企業ではトップクラス

に位置する。

この間、社員数は約7倍に増えたが、

今も昔も採用時の面接試験は、すべて小

清水社長自身が行っている。

「私たちの仕事は人材が一

番の財産です。いい人材にし

っかりと力を発揮してもらう

ためには、個々の力量を適正

に評価し、給料に反映させた

い。そのために自分で面接し

ているのです」。

さらにユニークなのは、人

材の登用方法だ。「企業はト

ップの器以上に大きくならな

いとよく言われます。だから、

社員の可能性の天井を防がな

いようにしてるんです」。その

言葉通り、優秀な人材が採用

できれば、その人が最も力を

発揮できるポジションはもち

ろん、時には事業領域まで新

たに作りだすのが小清水社長

のやり方だ。

実際、優秀な経営センスを

持った社員には、ネットのセ

キュリティ管理を手がける関

連会社を立ち上げて経営を任

せた。また、海外経験豊富な

社員には新規事業開発室を新

たに設け、海外企業と新たな

ソフトの開発に取り組ませている。

2008年の株式公開、そして将来的に

はアメリカ進出を目指す。「社員一人ひ

とりの可能性で会社を伸ばす」姿勢で、

快進撃はまだまだ続きそうだ。

どん底から4年で脱出

社員の器に応じて事業を拡大

業界を問わず淘汰の波が本格化するこれからの時代、

経営者には逆境に負けない力強さが必要だ。

バイタリティーあふれる企業トップの素顔に迫り、

経営哲学や新たな一手を聞いた。

社員一人ひとりの可能性が会社を伸ばす

小清水良次
（株）システムサポート代表取締役社長
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■ 所在地 金沢市本町1-7-26 TEL 076-265-5151
■ 設立 昭和55年1月
■ 資本金 1億3,000万円
■ 従業員数 262名
■ 事業内容 システムコンサルティング、システムインテグレーション
●http://www.sts-inc.co.jp/
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中小企業に、下請けからの脱却や自社製品の開発が求められるようになって久しい。

収益が発注企業の業績に左右されないために、

あるいは同業他社と差別化を図るために必要とは分かっていても、

実際には、市場に受け入れてもらえるまでにこぎつけられない企業が多いのも現状だ。

そこで今回の巻頭特集では、研究開発を進めながら、

自社製品開発に成功した企業の取り組みを紹介する。

また、“開発の鉄人”として「日経ものづくり」（日経BP社）に人気連載を執筆する

多喜義彦氏にこれからのものづくりに必要な考えを聞いた。

研究開発による
自社ブランド確立で
上昇気流をつかめ！

巻頭特集◎製品開発型の企業を目指して

東亜電機工業は風力・太陽光
発電に自社の電気制御技術を結
合した小規模ハイブリッド発電
装置など、自社製品の開発に力
を入れており、それらの製品だ
けで平成16年度には2億1千万円
余りを売り上げるまでになって

いる。
同社が自社製品を熱心に開発

しはじめた背景には、「今後事
業の拡大を図るには自社オリジ
ナル製品を持つことが不可欠」
との危機感があった。
その取り組みのスタートは約

15年前にさかのぼる。
もともと自動車用バッテリー

や電装製品の販売をしていた同
社は、非常用電源や空調、各種

照明設備などの電気工事の設
計・施工、さらに建設機械用ワ
イヤハーネスや各種制御装置の
設計・製造など業容を拡大して
きた。
しかし、将来的にそのいず

れもが国内では成熟産業にな
ってしまうことを懸念。こう
いった状況を見越して、同社
では平成2年に新規開発を目的
とした部門を、P＆D事業部内
に設けたものの、既存事業の
優先から、5～10年先を見据え
た新製品の開発は、ままなら
ないのが現状だった。

事態が好転しはじめたのは平
成10年のことだった。P＆D事
業部から、新分野の製品開発を
積極的に行うセクションとし

10年先を見た製品開発は
ままならず

客先のニーズを
汲み上げる仕組みを作る東亜電機工業（株）

■所在地　　金沢市増泉2-18-15
TEL 076-241-5115

■代表者　　安井克郎
■創　業　　昭和7年4月
■資本金　　9,000万円
■従業員数　195人
■事業内容　電気・電子電装制御機器、

建設機械用電装品等製造など
●http://www.toa-ele.co.jp/toa/index.html

当初は社長直轄で開発室を新設
全社の売り上げの1％を研究開発資金に

小松市国府台に位置する東亜電機工業の技術開発部

2005 WINTER ISICO 03



て、新製品開発室を新設したの
だ。これまでの反省を生かし、
独立して研究開発が進められる
よう社長直轄とした。さらに、
会社の売り上げの1％を上限に
自由に研究開発費を使えるよう
予算化した。
時を同じくして、会社の長期

計画を策定するビジョン委員会
が設けられ、これまで培ってき
たバッテリーや制御のノウハウ
を組み合わせて開発することに
方針を決めた。目指す製品群は
以下の4点とした。

また、各事業部の選抜メンバ
ーからなる企画プロジェクトを
立ち上げ、クライアントが抱え
る問題点や不満を汲み上げる仕
組みを作った。
そんな中から生まれてきた製

品の一つが、ゴルフカートやフ
ォークリフトなどに使用される
産業電池用の充電器だ。
きっかけは、ゴルフカート用

のバッテリーを納めていたゴル
フ場からの「バッテリーがすぐ
ダメになる」というクレームだ
った。調べてみると、バッテリ
ーを常に充電しすぎていること
が原因だった。ゴルフ場ではキ
ャディーがバッテリーを充電す
ることになっていたのだが、電
気に詳しくないため、プレー途
中でのバッテリーあがりを避け
ようと過充電していたのだ。
そこで同社では、素人でも簡

単に扱えて、放電状況に応じて
最適な状態に充電できる製品を
開発した。試作品を客先に持ち

込んで評価してもらっているう
ち、そのまま導入してもらうこ
とができたという。

立ち上げ当初の3～4年は独自
に開発を重ね、建設機械用の警
報機器やバッテリー充電器など
を製品化した。自社ブランド製
品の売り上げが1億円を超すよ
うになると、さらに売り上げを
伸ばすため、石川県やISICOを
通じ、大学や異業種との共同研
究に乗り出していった。
また、新製品開発室は平成13

年には機構設計部隊を加えた
「技術開発室」となり、平成15
年からは独自の製造部門を持っ
た「技術開発部」として組織強
化を図った。
低騒音設計の風力発電機も大

学との連携の成果の一つであ

①当社取り扱い製品群の延長上の製品

②当社の顧客の取り扱い製品

③大量受注は見込めないが安定受注が

望め、大企業が扱わないニッチ製品

④大企業の製品でも当社の技術で

十分対応可能な製品

飛躍を目指して
大学や異業種と連携

自社製品を生み出す原動力となっている技術開発部

東亜電機工業が開発した自社製品。上から

産業電池用の充電器、ハイブリッド発電装

置の制御装置、建設機械用警報機器
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工具や部品、金型の表面にイ
オン化した窒化チタンなどを蒸
着させ、薄膜をコーティングす
る技術がオンワード技研の真骨
頂である。わずか1～2ミクロン
という薄膜だが、これによって
「傷つかない」「熱や摩擦に強い」
「腐食しない」などの特性を得
ることができる。
平成16年には、ホロカソード

方式（HCD）によって、チタ
ンやシリコン、ボロンなど2～3
種類の金属を使った「多元金属

膜」をコーティングする新技術
を世界で初めて開発した。
多元金属膜は、単一の金属を

使った膜に比べて、耐熱性や耐
硬度に優れている。多元金属膜
を製造する方法としては、アー
ク蒸発法イオンプレーディング
と呼ばれる方法があったもの
の、このやり方では表面が荒れ
てしまうため、ナノメーター単
位の精密性を要求される工具の
処理には適していなかった。
HCDは表面に滑らかな膜を

形成できる方法である。ただし、
これまでは1種類の金属の膜し
か製造できないため、耐熱性や
耐硬度の向上に限界があった。

同社が新開発した技術を利用
すれば、例えばプリント基板の
微細な加工に使われる刃先が
0.05ミリという極細ドリルに
も、コーティングを施すことが
可能になる。

このように、表面処理加工で
画期的な技術開発を成し遂げて
いる同社だが、近年では、コー
ティング装置そのものの開発、
販売にも乗り出している。
開発をスタートしたのは4年

前のことだった。当時、オンワ
ード技研が使用していた装置で
は1メートルを超える長尺部材
を加工することが難しかった。
やむを得ず外注していたもの
の、思うような品質ではなかっ
た。また、この装置は、内部の
温度をコントロールできないた
め、プラスチック製品に加工を
施すことができなかった。
そこで、同社ではさらに顧客

ニーズを満たすために、コーテ
ィング装置を自前で開発するこ

る。「発電機に必要なプロペラ
には流体力学の知識が不可欠。
そのように私たちの専門外の分
野については積極的に協力を仰
ぎます」と話す白栄良平技術開
発部部長。現在も、低落差・低
流量でも使用できるマイクロ水
力発電システムや従来のような
形のプロペラを使用しない新し
い風力発電機を製品化中だ。こ
れも鈴木計夫福井工業大学教授
の考案を基に、異業種の（株）
ツヅキと共同で開発している製
品である。
今年からは、国内の大手電機

メーカーやシリコンバレーで豊
富なキャリアを持つアドバイザ
ーを企画プロジェクトに迎え入

れ、製品企画に参画してもらっ
ている。
さらに今年度は、県の産学・

産業間連携研究開発事業費補助
金などを活用し、研究開発の一
助としている。
7年前に3人でスタートした部

署も今では14人のスタッフを抱
えるまでになった。売上高も右
肩上がりに推移しており、5年
後には7億5,000万円の売り上げ
を目指す。
「もちろん、これまで数々の

失敗があった」（白栄部長）そ
うだが、結果が出なくても挫折
することなく開発を持続するこ
とができたのは、経営トップが
新製品開発の重要性を社内全体

にしっかりと浸透させたこと、
すぐに成果を求めずロングスパ
ンで研究開発に没頭できる環境
を作ったことが、成功の秘けつ
と言えそうだ。

平成15年から技術開発部内に製造部門を設け、体制を強化した

（株）オンワード技研
■所在地　　能美市吉原町ワ-13 TEL 0761-55-0466
■代表者　　川畠清高
■設　立　　昭和61年4月
■資本金　　4,000万円
■従業員数　50人
■事業内容　ドライプロセス（PVD・PVCD）による受託表面処理、

コーティング装置製造販売など
●http://onwardgiken.jp/

ノウハウも一緒に売ることで
コーティング装置に独自の付加価値

世界初の
多元金属膜を開発

自社用に作った装置が
大手自動車メーカーへ

全国でもトップレベルの技術を誇る
オンワード技研の川畠清高代表取締役

巻頭特集◎製品開発型の企業を目指して
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とにした。
開発にあたっては、平成10年

から12年にかけて、県工業試験
場や金沢工業大学などと取り組
んだ地域コンソーシアム研究開
発事業に参画した経験が役立っ
た。
本体構造の見直しと内部ガス

圧の高圧化によって最大1.2メ
ートルまでの長尺部材も加工で
きるようになった。また、従来
のフィラメント式のプラズマ源
からパルス変調高周波プラズマ
源に変えることで発熱を抑え、
プラスチック製品などへの加工
を可能にした。
当初はあくまでも自社用に開

発したコーティング装置だった
が、思いがけず大手自動車メー
カーの研究室から「装置を販売
してほしい」という話が舞い込
んできた。
一流のコーティング技術を持

っているとはいえ、装置の生産
では素人同然である。なぜ、そ
んな中小企業が製造した装置を
わざわざ購入したいのか。理由

はこうだった。コーティング加
工というのは装置さえあれば誰
でもできるというものではな
い。優れた品質を実現するため
には、前後の洗浄作業や取り付
け作業が肝心だ。当然そういっ
たノウハウは装置メーカーより
もオンワード技研の方が豊富に
持っている。そこで、そのノウ
ハウも含めて販売してほしいと
いうのだ。
同業他社には装置もノウハウ

も売れないが、用途がメーカー
の研究開発ならばということ
で、オンワード技研では平成16
年1月にコーティング装置を納
品。これを機に、研究開発用の
コーティング装置も受注するよ
うになり、高い評価を得ている。

オンワード技研では昨年4月
からいしかわサイエンスパーク
内にあるいしかわフロンティア
ラボに、「ACI（先端コーティ
ング技術研究所）」を設立。現
在は、多機能のダイヤモンドラ
イクカーボンを成膜できる新技
術を開発するなど、多岐にわた
るコーティング技術の研究に熱
心に取り組んでいる。
冒頭で紹介した「多元金属膜」
をコーティングする技術もそう
だが、今後はこういった先端的
な技術を使用して受託加工する
と同時に、これらの研究用装置
の販売も手がけていく。
装置を販売した企業から受注

が入るという相乗効果もある。
単に加工を請け負うだけでも

なければ、製造した機械をその
まま販売するだけでもない。新
たな技術開発をしながら、その
技術を使用した加工はもちろ
ん、装置とノウハウをセットで
販売する。既存のコーティング
企業や機械メーカーとはひと味
違う経営戦略の今後に注目が集
まる。

新技術も続々開発中。
同時に装置販売も展開へ

オンワード技研が新たに開発している「多元金属膜」のコーティング装置

パンチやドリル、エンドミルなど、
コーティング加工を施した工業用品

コーティング装置の炉内の様子。プラズマを
使ってイオン化した窒化チタンなどを加工素
材に衝突させ成膜する
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巻頭特集◎製品開発型の企業を目指して

ものづくりに関して、地方だから
というハンデはまったくありませ
ん。たくさん人がいるという点を除
けば、東京は土地も人件費も高く、
地方でやる方が断然有利だと思いま
す。よく言われる情報格差について
も、インターネットが普及し、これ
だけ情報が氾濫してる中で、地方だ
から得られない情報なんてありませ
ん。物流も発達していますから、部
品がなくて作れないなんてこともな
い。もしも格差があるとすれば、そ
れは受け手の意識の問題です。「地
方だから自分はハンデを背負って
る」。そんな甘えの精神こそ一番の
問題なのです。

ものづくりといっても、ものだけ
にこだわっていてはダメです。なぜ
なら、いくら品質がよくても、同じ
品質のものが出てくれば、必ず価格
競争になるからです。日本でやって
る限り、コストはどうしようもない
ですから、中国の品質が上がってく
れば負けるのは当然です。
じゃあ、日本で製造業が成り立た

ないかというと、そうではない。そ
こで、皆さんに考えてほしいのが
“ことづくり”なのです。ことづく
りとは、どうやって売るとかどうや
って使ってもらうとか、そういった
事柄を重点的に考えていくという意
味です。考えてみてください。もの
づくりと言っても、それは事業であ
りビジネスです。もの、つまり製品
はあくまでも手段であり、事業を構
成する一つの要素にしか過ぎませ
ん。ですから、ものを作る以前に、
ビジネスモデルをどうするかが大切

なのです。何を作るかだけを考えて
いても事業はうまくいきません。
例えば、大手菓子メーカーの江崎

グリコ（株）は最近、オフィスグリコ
という事業形態をヒットさせていま
す。これは、お菓子が詰まった箱を
オフィスに置いてもらい、使った分
だけ代金を箱に入れてもらうという
システムです。一週間に一度、スタ
ッフが直接訪問して補充や代金回収
を行います。でも考えてみると、商
品は今まで売っていたお菓子と何ら
変わらないのです。でもこれで新し
い事業として成功しているのですか
ら、製品そのものより、ビジネスモ
デルが大切ということがよく分かっ
てもらえると思います。

ものづくりではなく、ことづくり。
ものを売るにはどうしたらよいか、
顧客の要望を満たす売り方は何か。
そう考えると、まだまだできること
がたくさんあると思いませんか。

あえて誤解を恐れずにいえば、新
製品はもう考えなくていいぐらいで
す。それよりも、新しいお客さんを
見つけることが重要です。
一つ例を挙げましょう。碍子（が

いし）という電柱などにつける絶縁
器具があります。以前はセラミック

スで作るのが当たり前でしたが、最
近ではプラスチック製のものが出て
きました。樹脂メーカーにしてみれ
ば、今までと同じ技術で作れるのに、
ぐっと付加価値が上がるわけです。
こんなふうに、今まで付き合いのな
い新しいお客さんを探すと、作って
るものは変わらないのに、新しい価
値を見いだせるということがよくあ
ります。
そのためには、いかに業際を超え

た付き合いを持つかが大切です。決
して難しくはありません。新しい出
会いを求めて出歩けば、そのうち必
ずぶつかります。ただし、すぐに結
果を求めないこと。チャンスを広げ
るために、利害は考えずに、とにか
くいろんなことに首を突っ込んでく
ださい。

石川県には手本になるようなニッ
チトップ企業がたくさんあります。
そんなふうに、いろんな業種のニッ
チトップ企業がいくつもあるという
のは、一つの巨大産業がどんとある
よりも地域としては大きなメリット
です。その理由は、先ほど私が話し
たような業際を超えた交流を地域内
で持つことができるからです。
例えば、業種の違う企業同士でス

タッフを交換するインターンシップ
制度にトライしてみてはどうでしょ
うか。きっと、お互いの企業にとっ
て何か新しいことが起こるはずで
す。そういった意味では、石川県は
大きな可能性を秘めていると言えま
すね。

1951年生まれ。1988年、システム・インテグレーション
（株）を設立、代表取締役に就任し現在に至る。新事業の
具体的な提案、開発サポート、権利化、市場展開まで幅広
い分野の支援を手掛け、現在40数社の技術顧問。NPO日
本知的財産戦略協議会理事長、宇宙航空研究開発機構知財
アドバイザー、日本特許情報機構理事、金沢大学客員教授、
九州工業大学客員教授、立教大学大学院講師などを務める。

新製品はもう考えなくていい。
ものづくりではなく、“ことづくり”に没頭せよ！
「日経ものづくり」（日経BP社）に掲載されている人気コーナー「開発の鉄人ものづくりを語る」。この連載で開発
の鉄人として、日本全国の企業の奮闘ぶりを紹介しているのが多喜義彦氏だ。これまで30年にわたって、3,000件
もの開発業務を支援してきたという開発の鉄人に、これからのものづくり企業のあるべき姿を語ってもらった。

甘ったれるな
地方と東京の格差なんてない

“もの”中心でなく、
ビジネスモデルを考えよ

業際を超えた出会いを求めて
とにかく歩け

石川県は恵まれた地域
さまざまな業種と交流を

“開発の鉄人”に聞く！ これからのものづくり
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県内では、産学官の連携によって
ニュービジネス創造を目指す動きが本格化しています。

ここでは、その実例に迫ります。

石川県立大学が研究・教育に取り組

む「生物資源環境学」は、太陽と水と

土、そしてこれらの恵みによって生ま

れる動物や植物といった生物資源を基

礎にして、循環型社会を確立すること

が大きな使命だと言えます。化石エネ

ルギーへの依存で、温暖化や砂漠化な

ど多くの負の遺産を抱えてしまった地

球環境の改善を図るためには不可欠な

学問領域であり、今後社会からますま

す求められる分野になっていくでしょ

う。本学では、この生物資源環境学を

生物・環境・食品の3学科に分け、より

専門化した学びを展開しています。

また、大学では、「教育」と「研究」

だけでなく、「地域貢献」も重要なテー

マです。特に、地方分権が進む今、県

立大学である本学では地域貢献が占め

るウエイトは大きく、私たちが追究す

る生物資源環境学を県や県内企業のた

めに生かしていきたいと思います。同

時に、官や産との連携を強化していく

中で、研究・教育のシーズが生まれる

ことも期待しています。産学官連携に

よって実社会で役立つ教育・研究を進

め、その成果をさらに地域貢献に生か

し、また新たな学びへと進化させてい

く（図参照）。そんなふうに、県立大学

は、教育・研究・地域貢献がらせん状

に関係しあって成長していきたいと考

えています。

産学官の連携はすでに動き始めてい

ます。例えば、平成18年夏ごろには石

川4大学連携型起業家育成施設（仮称）

（Close Up①）が完成します。これは、

本学敷地内に建設するインキュベーシ

ョン施設で、入居者の共同研究のパー

トナーとして本学のほか、金沢大学、

北陸先端科学技術大学院大学、金沢工

業大学が携わっていく予定です。

このほかにも、総合プラントメーカ

ーや製薬メーカー、

県内大学などが参加

する植物利用（アグ

リ）ビジネス研究会

（Close Up②）をは

じめ、農業や食品、

環境分野で積極的

に産学官連携を進

めているところです（Close Up③）。

県立大学では、開学にあたってそれ

ぞれの分野の第一線で活躍する教授陣

をそろえることができたと自信を持っ

ています。植物や微生物を遺伝子レベ

ルで解明する生物資源工学研究所など、

充実した施設・設備も整っています。

これらの機能を生かし、さらに積極的

に産学官連携に取り組み、石川から数

多くの新産業を育てていきたいと考え

ています。開学から約8カ月、そのため

のよいスタートダッシュができたと思

っています。

石川県立大学
■所在地　野々市町末松1丁目308番地

TEL 076-227-7220
■大学長　丸山利輔
●http://www.pref.ishikawa.jp/ishikawa-pu/

石川県立大学が
産学官連携の前線基地へ

教育と研究、
そして地域貢献の3本柱

1万年先の地球を視野に入れた“生物資源環境学”を追究する石川県立大学。
今年4月に開学した同大学では、県内産業を活性化する人材の育成だけでなく、
早くもさまざまな分野の産学官連携プロジェクトが動き始めた。
そこで、丸山利輔学長のインタビューや
現在整備が進む石川4大学連携型起業家育成施設などの計画を通して、
石川県立大学の担う役割や産学官連携プロジェクトについて紹介する。

丸山学長インタビュー

本格化する
産官学連携プロジェクト

特定の細胞だけを選択して分離できるフローサイトメーター
など、生物資源工学研究所には最新のDNA解析機器がそろう

県立大学では多種多様な
植物の遺伝子を探ってい
る。写真は、開花時に働
く遺伝子を突き止めるた
めに無菌培養に取り組む
ゼニゴケ

■石川県立大学の飛躍イメージ図
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石川県立大学の
産学官連携に迫る！

丸山学長が話すように、産学官連携の一大拠点として動き始めた
石川県立大学の取り組みをクローズアップする。

Close Up①

石川4大学連携型起業家育成施設（仮称）

この施設は、中小企業や事業者をサ

ポートする国の「中小企業基盤整備機

構」が設置し、県立大学をはじめとす

る4大学、県、ISICOなどが運営に協力

する予定で、技術面や資金面など総合

的な起業支援に取り組みます。

中小企業基盤整備機構が全国に展開

するインキュベーション施設としては

日本海側第1号であり、県立大学内での

開設や4大学が連携してのサポート体制

は全国初の試みです。生物資源工学研

究所にあるDNA関連機器なども利用で

き、バイオテクノロジーや食品分野の

新事業創出に力を注いでいる点が大き

な特色になっています。

また、経営支援や技術交流などの各

種イベント・セミナーも開催していく

予定です。

植物利用（アグリ）ビジ

ネス研究会は、健康食品や

発酵・微生物関連、屋上緑

化など、今後成長が期待さ

れるアグリビジネスの人的

ネットワークの構築や最新

情報の共有などを目的に、

セミナーや交流会を開催し

ています。

代表幹事を石川県立大学

生物資源工学研究所長の大

山莞爾教授が務めるほか、

同大学からは多数の教授が

参加。技術面やアグリビジ

ネスの展望についてアドバ

イスしています。

設立から2年が経ち、今

後はこの研究会をきっかけ

にした産学官プロジェクト

の創出やベンチャー企業の

育成を図っていきます。入

会は無料で、アグリビジネ

スに関心のある方は誰でも

参加できます。

石川県立大学では、県内

企業と連携し、多種多様な

機能性食品の開発に取り組

んでいます。その一つが、

同大学食品科学科の宮脇長

人教授と金沢市の羽二重豆

腐（株）が商品化を目指し

ている微粉末にした乾燥お

からです。

豆腐を製造する際にでき

るおからは、イソフラボン

や食物繊維など栄養価が高

く、機能性食品には最適の

素材と言えます。しかし、

その一方で、水分が多く腐

りやすく、熱を加えると栄

養成分が変化してしまう問

題がありました。

そこで、宮脇教授の研究

テーマである凍結・解凍・

脱水法を活用し、高い栄養

価を保った状態で乾燥させ

る技術の開発に知恵を絞っ

ています。

Close Up②

植物利用（アグリ）ビジネス研究会

Close Up③

機能性食品開発

バイオ・機能性食品の新産業創出を目指す

設立から2年を迎え、ますます活発な交流
が期待されるアグリビジネス研究会

■施設概要
試作ラボ
約50㎡
4室

ウェットラボ

約20～60㎡
31室

ドライラボ

約20～30㎡
5室

スモールオフィス

約8㎡
3室

高速通信回線対応、電話回線完備

タイプ

賃貸面積

居室数

通信設備

〈CClloossee UUppにに関関すするるおお問問いい合合わわせせ〉〉 （（財財））石石川川県県産産業業創創出出支支援援機機構構　　ププロロジジェェククトト推推進進部部　　TTEELL 007766--226677--66229911
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新しい取引先を開拓したいんだけど、
なかなか余裕がなくて…。そんな企業の
ために、ISICOでは、独自のネットワー
クを活用し、受発注のあっせんを行って
います。
仕事の受注を希望する企業には、あら
かじめ主要製品、コア技術、得意とする
加工内容、および主要機械設備など企業
概要を登録してもらっています。また、
県外発注企業への情報提供として、受注

企業名簿やホームページ（石川県バ
ーチャル工業団地http://vip.isico.or.jp/）
などで紹介するほか、ISICOの職員
や受注開拓アドバイザーが全国各地
の大手・中堅企業に出向いて受発注
情報を収集提供し、県内の中小企業
に代わって、優れた技術や受注体制
などをPRしています。
受注側、発注側それぞれの企業が
求めるシーズとニーズに適したビジ
ネスパートナーの紹介、受発注取引
をあっせんしています。受注案件や
発注案件に関してはホームページにも公開
しています。
ちなみに平成16年度は259件に上る案件を
あっせんし、そのうち54件が成立。当初の成
約実績は3億円を超える額となっています。
もちろん、これらの情報提供や取引あっせ
んについては無料となっています。

また、受注企業と発注企業の担当者同士
が直接コミュニケーションできる場として、
毎年、「石川県受注開拓懇談会」や「中小企
業技術交流展」などを開催しています。

受注開拓懇談会は、東京、大
阪、名古屋などの都市圏で、県
外大手・中堅発注企業の発注
担当部課長を招いて開催する
もので、受発注に関する情報
交換、受注機会の拡大を促進し
ています。今年11月に名古屋で
開催した受注開拓懇談会には、
県外発注企業41社48名、県内受
注企業67社75名が参加し、こ
れからの取り引きの可能性を
探りました。当日は谷本正憲

石川県知事も出席し、会場でトップセール
スを展開しました。
また、毎年春に開催する「中小企業技術交
流展」は、受注機会の拡大を図るため、県内
企業の優秀な技術や製品などを一堂に展示
し、発注企業などに加工技術力、製品開発
力などを紹介しているものです。前回は、
69社、6組合・グループが出展し、期間中は
約65,000人が来場しました。
このように受発注取引のあっせんについ
てさまざまな支援を行っていますので、お
気軽にご相談ください。

http://vip.isico.or.jp/
企業情報および受注案件や発注案件を紹介する
ホームページ「石川県バーチャル工業団地」

県内企業の設備やコア技術
を紹介する受注企業名簿

今年11月に名古屋で開催した石川県受注開拓懇談会

中小企業のための総合的なサポートセンターとして、さまざ
まな支援を行っているISICO。「もっと支援内容を詳しく教
えてほしい」。そんな要望におこたえして、提供している支
援メニューを毎号ピックアップして紹介します。

新しい取引先を見つけたい。

自社の技術をPRしたいが、
予算も人員も確保できない。

最近、受注額が伸び悩んでいる。

技術に自信はあるが、
営業力がともなわない。

知ってトクする

受発注取引のあっせんNo.01

県内受注企業と県外発注企業との
受発注取引のあっせん

懇談会や交流展で
受注機会の拡大を

【お問い合わせ】

（財）石川県産業創出支援機構　産業振興部 販路開拓課

TEL 076-267-1140



厚さ500ミリもの極厚鋼板を溶断・溶接し、大
型の産業機械を組み上げる。東和が製造している
のは、大型プレス機や水力発電に使用される全長
17メートルの水管など、重厚長大なオーダーメー
ド品である。
現在は、自動車メーカーの旺盛な設備投資を受
け、コマツから大型プレス機の受注が続々と入っ
ている。これに対応するため、今年6月には本社
工場から約2キロ離れた場所に「はまなす工場」
を新設した。
新工場では、80トンクレーンや幅3.5メートルま
で加工できる5面加工機などを整備し、フライス
加工や中ぐり加工を施す。同社ではこれまで、極
厚鋼板を溶断する技術をスタートに、設計、溶接、
組立と技術領域を着実に拡大してきた。今回の新
工場建設で機械加工が可能になり、プレス機を一
貫生産する体制が整ったことになる。
東出臣夫社長は、「仕事を外注せず、社内で一
貫生産することによって、コストダウンや納期
短縮につながる。また、各部門の情報を設計に
生かすことで作業の効率化が進み、すべてに改
善が行き届くようになった」とそのメリットを
力強く話す。
常に新しいことにチャレンジするのも同社の特
徴だ。その一つが3次元CAD・CAM を生かした製
造システムである。平面の設計図を立体化し、展
開図を作ることで、精度が格段にアップした。
「すぐやる！必ずやる！できるまでやる！」が
モットー。これからも、他社に先駆けた技術開発
と効率的な生産体制の確立によって、ハイレベル
なものづくりを追求していく。

東
和(

株)

■所在地 能美市吉原釜屋町ワ48-8
TEL 0761-55-5000

■代表者 東出 臣夫 ■創業 昭和42年4月
■資本金 5,000万円 ■従業員数 67名
■事業内容 大型・中型プレス機、産業機械、発電設備の製造
●http://towa-gr.com/

新工場の稼働によって
念願の一貫生産体制を実現

いしかわ発!熱血企業
企業の成長戦略を探る

石川県には、キラリと光る技術を持つ企業がたくさんあります。
そういった技術力を認められ、県外企業からも幅広く受注に成功している

ものづくり企業の成長戦略を紹介します。

新設した「はまなす
工場」には、5面加
工機など機械加工に
必要な設備がそろっ
ている

アルミの精密鋳物から高速精密加工・組立を手
がける谷田合金は今年8月、本社工場の隣に新工
場を増設した。新工場には5軸加工ができる横マ
シニングセンタを2台導入。すでに稼働している5
台の5軸制御マシニングセンタと併せ、生産能力
は1.5倍にアップした。
同社が得意とするのは、こういった工作機械を
駆使した加工難度の高い精密部品である。中でも
現在、主力となっているのが車やバイクのエンジ
ン部品の試作、開発である。これらは薄肉で形状
も複雑だが、それを3次元の設計データに沿って
高精度で削り出していく技術で高い評価を得てい
る。市販車用の試作、開発はもちろん、優れた技
術が認められ、モータースポーツの最高峰である
F1やモトGPにも同社の製造したエンジン部品が
用いられている。新工場の建設は、こういった需
要の増加を受けてのもので、さらには航空機用部
品など、新たに広がるニーズにも対応している。
以前は、半導体関連部品などをメインに生産し
ていたが、半導体不況のあおりを受け、受注が急
減。4年前からエンジンに軸足を移した。試作、
開発品は1回の発注が1～10個と少量生産だが、「量
産品に比べて高い技術レベルが要求される分、利
益を確保しやすい」（谷田由治社長）という。
また、独自に構築したネットワークシステムも
受注の増加に貢献している。設備や技術の情報だ
けでなく、機械の稼働状況や作業の進捗状況、納
品予定などをネット上で公開。発注の50％はネッ
トを介したものだ。谷田社長は「ネットをきっか
けに、技術力を磨いて信頼のパイプを太くしてい
きたい」と意気込んでいる。

谷
田
合
金(

株)

■所在地 金沢市東蚊爪町ラ28-2
TEL 076-237-9400

■代表者 谷田 由治 ■設立 昭和37年2月
■資本金 3,500万円 ■従業員数 55名
■事業内容 エンジン部品の試作・開発、産業用ロボット部品の製造
●http://www.tanida.co.jp/

難度の高いアルミ加工に特化
F1やモトGPのエンジン部品も開発

3次元測定器による
高精度の検査も強み
となっている



ビジネス・フロンティアに進路を取れ！

新たなビジネスチャンスを求めて

中小企業総合展に県内6社が出展

｜S｜C｜O｜P｜E｜

■ 所在地 加賀市上野町カ119-1
TEL 0761-77-0203

■ 代表者 岩野 真治
■ 設立 平成13年9月
■ 資本金 300万円
■ 従業員数 2名
■ 事業内容 ガラス建材、ガラスインテリアの製造
●http://www.d6.dion.ne.jp/~siwano/

イワノ硝子(有)

ビジネスチャンスの拡大、逆境をバネにランクアップ･･･
さまざまな目的に向け、販路開拓に乗り出した
企業の挑戦を紹介します。

平成17年10月12日（水）から14日（金）にかけて、東京ビッグサイトにおいて「中小企
業総合展」が開催されました。IT、環境・エネルギーなど7つの分野に分かれて全国の
中小企業600社が参加、3日間で約37,000人の来場者が訪れました。ISICOの支援を受け
た県内企業も6社が出展。参加企業からは「東急ハンズから試験的に扱ってもらえる
ことになった」「引き合いがあった。ぜひ来年も出展したい」といった声が寄せられ
ました。
ISICOでは、県内企業の販路拡大に向けたさまざまな事業を展開しております。
ぜひ、ご相談ください。

〔お問い合わせ〕

（財）石川県産業創出支援機構産業振興部販路開拓課 TEL 076-267-1140
県内企業のブースでは多く来場者
が足を止めて見入っていました

このほか、石川ブランド認定製品は、
下記のホームページで紹介しています。
http://www.isico.or.jp/ib/

建材やインテリアとして使われるオリ

ジナルガラスを製造するイワノ硝子では、

食器洗浄器対応型の樹脂コーティングガ

ラス食器「グッドバランス」を開発し、今

年度の石川ブランド優秀新製品の認定を

受けた。

「グッドバランス」は、成形したガラスに

和紙や織布などの装飾用素材を加熱圧着

し、さらに特殊な樹脂でその加工面に表

層処理を施している。

これにより、食器洗浄器の高温洗浄に

も耐えられるほか、破損しにくく、割れ

たときにも飛散防止にもつながる。また、

グリップ性が向上し食器が滑らないため、

身体にハンディのある方や乳幼児を抱い

た母親が使いやすく、飛行機や船舶など

揺れる場所でも安心して使える。

同社ではもともと、和紙や織布をガラ

スに加熱圧着する技術を持っていた。薄

いガラスへの加工や曲面加工が可能でガ

ラスの表現や用途の幅が広がったが、一

方で、食器への展開となると洗浄器など

の使用や、食品衛生法などクリアしなけ

ればならない問題が多くあった。

これを克服するためにガラス食器大手

の石塚硝子（株）（愛知県）と共同開発を開

始した。接着用や表面処理用に利用する

数十点の樹脂素材の加工方法や条件など

に対して、検証を繰り返し、約一年かけ

て開発に成功した。

岩野真治社長は、「洗浄器にかけた際の

食器の耐久性については、75度180時間の

アルカリ洗浄という某航空会社の洗浄器

基準をクリアすることを目標としてき

た」と言う。

これからの課題はコストダウンと販路

開拓だ。来年2月にはISICO が東京で開催

する展示会「ISHI-BRAマーケットプレイ

ス」に出展し、首都圏への販売促進の可能

性を探ることにしている。

デザイン性も高く、特殊な樹脂のコーティン

グで耐久性をアップした「グッドバランス」
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ガラス食器の問題点を克服し、
耐久性と使いやすさを向上



ミニカーやフィギュアなどのネット通販が好

調である。特に、トミーから発売されている

1/64スケールのミニカー「トミカ」の充実ぶ

りはコレクターにも定評がある。新商品の発売

日には、1時間で4,000個もの注文が入るとい

う人気ぶりだ。

サイトの魅力はその品ぞろえに加え、常に新

鮮な情報を提供できるよう工夫を怠らない点に

ある。例えば、新商品に関しては発売日まで一

般消費者への情報公開が厳しく制限されるが、

同社のサイトでは手書きのラフスケッチを添付

するなど、商談会で仕入れた情報を可能なかぎ

り掲載している。

老舗の玩具問屋である同社がネット通販に取

り組み始めたのは5年前のことだ。堀川善昭社

長（写真）は、「時代とともに消費者も変わる。

相手を見ずに頑張っても成果は上がらない」と

話し、IT の活用に可能性を見いだした。まった

くノウハウのない分野だけに手探りのスタート

だったが、ISICOのバーチャルモール「お店ば

たけ」に出店することで、「常に刺激とアドバ

イスをもらいながら改善を進めていくことがで

きた」という。

一方で、堀川

社長は「クリッ

ク＆ブリック（※）

という言葉があ

るように、実際に見たり、触ったり、コレクタ

ー同士が情報交換できる実店舗も必要」との考

えを示す。同社では、ひな人形などを扱う店舗

を構えているものの、ミニカーなどをそろえる

店はまだない。将来は、オンラインショップと

実店舗の両方を構えることで、消費者の利便性

を高めると同時に、相乗効果によって売り上げ

拡大を目指すことを目標としている。

ネット販売を行っている県内の意欲ある店舗を支援するため、

バーチャルショッピングモール「お店ばたけISHIKAWA」を開設しています。

ネットに進出し、さまざまな方法で販路開拓を行っているお店ばたけ出店者を紹介します。

※新規出店者を随時募集しています。出店条件、審査基準などの詳細は、
http://www.omisebatake-isico.com/katudou/koubo.html

「製造技術、販売技術という言葉があるの

と同じように、消費してもらうための技術と

いう考え方もある。消費者への小売りではこ

の“消費技術”が大切だと気づかされた」。

こう語るのはヤマト醤油味噌のwebショップ

店長を務める山本晴一社長（写真）だ。

商品そのものには自信がある。搾り立ての

生
なま

醤油や有機栽培の国産米麹とオーガニック

の国産丸大豆を原料とした味噌は、プロの料

理人も認める味だ。

しかし、1999年にスタートさせたwebシ

ョップの売り上げは、思うように伸びなかっ

た。その後、ISICOのホームページドクター

のアドバイスを受けて、一昨年5月にリニュ

ーアル。以前は商品をカタログのように見せ

るだけだったが、買ってもらうため、食べて

もらうためにどうしたらいいかを考え、さま

ざまな工夫を盛り込むと、売り上げが伸びて

きた。

例えば、醤油や味噌を使った料理のレシピ

や調理例の写真をふんだんに紹介。そんな中

からロールケーキやフリーズドライ味噌汁な

ど、新商品も生

まれた。また、

お中元やお歳暮

の時期に合わせ

て、セット商品

を提案したり、早期予約割引を実施するなど、

さまざまな仕掛けを打ち出し、「リテール イ

ズディテール（小売りは手間ひま）」と語る。

今年11月にはYahoo！ショッピングにも

出店。山本社長は「実際に店を構えることを

思えば、webショップはローコストで販売チ

ャネルを増やすことができる」と語り、“消

費技術”を磨いて売上増を狙う。

（株）堀川商店
■ 所在地 金沢市問屋町1-23

TEL  076-237-5761
■ 代表者 堀川 善昭
■ 設立 昭和9年12月
■資本金 2,800万円
■ 従業員数 25名
■ 事業内容 玩具の総合卸、ひな人形・武
者人形・ベビー＆マタニティ用品の販売

(株) ヤマト醤油味噌
■ 所在地 金沢市大野町4イ170

TEL  076-268-1248
■ 代表者　　 山本 晴一
■ 設立 明治44年2月
■ 資本金 1,000万円
■ 従業員数 26名
■ 事業内容 醤油、味噌の製造、販売

“消費技術”を磨いて売り上げを伸ばす

トミカが充実。コレクターから高い支持

［金沢・ヤマト醤油味噌webショップ］

http://www.yamato-soysauce-miso.co.jp/

［トミカ＆コレクションのホリカワWeb通販］

http://www.horikawa-co.com/

※クリックはwebショップ、ブリック
（英語でレンガ）は実際の店舗のこと

2005 WINTER ISICO 13



14 ISICO 2005 WINTER

新しい価値を生み出すには、東京だと

か石川だとか、場所は関係ありません。

大切なのは、人との出会いです。そこか

ら生まれてくる化学反応みたいなダイナ

ミズムが、新しい価値を生み出すのです。

例えば僕の場合は、Yahoo！の創業者

の一人であるジェリー・ヤン氏との出会

いが刺激になりました。彼みたいに自分

がやりたいことを楽しくやって、それが

人々にすごく喜ばれて、自分の世界がど

んどん開けていって…、そんな人生を送

りたいと思ったパワーがYahoo！

JAPANへとつながり、その後のビジネ

スにつながっていったのです。つまり、

素晴らしい人との出会いには、夢を実現

していく力があるのです。

2000年頃にITバブルというのがあり

まして、一度はじけました。ですが、こ

れから1回目より格段に大きい2回目の

大波がやってきます。そのきっかけにな

るのが、放送業界や通信業界、印刷業界、

出版業界、デジタルコンテンツ業界など

の垣根がなくなる“メディアビッグバン”

です。この大きな変革期はせいぜい10

年あるかないかで、その後は安定期に入

りますから、いま乗らない手はありませ

ん。しかも、今後は、既存のテレビ局な

どインフラプロバイダーも相対的にはパ

ワーが落ちてきて、新しい価値を生み出

せるコンテンツやサービスのクリエータ

ーが活躍できるだろうと思っています。

ネットを使ったコンテンツビジネスを

展開した場合、最初、期待したよりも全

然業績が上がらない時期があります。僕

はこの時期を「がっかり段階」と呼んで

います。ここで撤退してしまう人もいま

すが、うまくいかなくても毎日工夫を重

ねて制作し直したりしているうちに、あ

るときブレークしはじめ、マスコミにも

注目されるようになります。するとがっ

かり段階で一度あきらめた人が再度チャ

レンジしたり、二匹目のドジョウを狙っ

て新たに参入してきます。しかし、こち

らにはがっかり段階で培ったノウハウが

何年分かありますから、常に先行するこ

とができます。新規事業の場合、しばら

くはがっかり段階が続くでしょうが、そ

れを乗り越えて大きなチャンスをつかん

でください。

僕は、本当のキラーコンテンツとは

“人”だと考えています。自分の志を、

商品やサービス、ビジネスとして世の中

に表現していくことが大切です。そのた

めには、新しい発想やプロジェクトをマ

ネジメントするスキル、人と連携するス

キルもすごく重要になってきます。メデ

ィアビッグバンは、だれも経験したこと

のない世界です。ですから、どんどんチ

ャレンジして、その中からがっかり段階

を超えるものが生まれれば、だれもが未

来のビル・ゲイツやスティーブ・ジョブ

ズになれる可能性があると思います。

これからのいけてる人というのを僕な

りに考えると、それは波乗り思考のでき

る人です。つまり、サーファーのように

刻々と変化する状況をとらえ、変化が起

こったら瞬時に体勢を変えられる人で

す。経営もサーフィンと同じです。最終

的に目指したい目的は決まっていたとし

ても、これからの時代、そこに到達する

までに状況は刻々と変化します。ですか

ら、そこへ到達するためのプロセス、経

営戦略を柔軟かつ迅速に変更しながら事

業を進めていくことが大切です。

本当のキラーコンテンツは“人”
だれも経験したことのない時代だから、
皆に成功のチャンスがある！
ブロードバンドネットワークが普及する一方で、
これからはブロードバンドを利用してどのようなコンテンツを発信するかに注目が集まっている。
そんな中、ISICOでは10月14日（金）、県地場産業振興センターで
「ブロードバンド時代のキラーコンテンツは何？」と題したセミナーを開催した。
当日は、Yahoo！JAPANの立ち上げ時にコンテンツ開発のリーダーを務めた
孫泰蔵氏〈アジアングルーヴ（株）代表取締役〉が講演。その中からエッセンスを紹介する。

ISICOでは、これからも引き続きコンテンツセミナーなどを通して、ブロードバンドコンテンツ創出を支援していきます。

孫泰蔵氏／アジアングルーヴ（株）代表取締役
昭和47年、佐賀県生まれ。平成8年、東京大学在学中に、
Yahoo！JAPANのコンテンツ開発のリーダーとしてプロ
ジェクトを総括。その１カ月後インディゴ(現 アジアン
グルーヴ)を設立。学生起業家、インターネットベンチ
ャーの草分けとして注目される。その後、電子商取引で
の顧客情報管理を請け負うビーウィズ社、オンラインエ
ンターテインメント企業ガンホー・オンライン・エンタ
ーテイメント社などの設立とその経営を手がける。ソフ
トバンク（株）代表取締役の孫正義氏の実弟。

人との出会いによる化学反応が
新たな価値を生み出す

メディアビッグバンはすぐそこ
大波に乗り遅れるな

「がっかり段階」で
あきらめてはだめ

刻々と変わる状況を
波乗り思考で乗り越えよう

自分の志を
ビジネスとして表現せよ

会場には150人の参加者が集まり、
これからのコンテンツビジネスの可能性を探った
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海外ブランドのバッグやアクセサリー

などを販売するブランドオフは、今年12

月、エルメスの新品だけを取り扱う専門

店「ブランド館」を、高級ブランド品販

売の最激戦区である東京・銀座にオープ

ンした。平成5年に加賀市で1号店を開店

してからわずか12年、ブランドオフは、

北陸・関東・関西・中京・九州で35店舗

ものブランドショップを展開する超人気

店となっている。

全国を舞台に成長し続けられる大きな

強みは、独自の買い取りシステムで集め

るリサイクル商品である。客が持ち込む

ブランド品を店側が購入し、リーズナブ

ルなリサイクル商品として販売しており、

その割合は仕入れ商品の50％近くを占め

る。また、各店舗の鑑定士が買い取り時

だけでなく、その後もう一度検品する二

重のチェック体制で偽造品の流通防止に

取り組んでいる。

さらに、インターネットを通して、全

国35店舗の映像をリアルタイムに配信で

きるシステムを構築しており、買い取り

商品を高性能カメラによって原寸以上に

拡大して確認することも可能だ。各店舗

間もインターネット上の社内掲示板によ

ってつながっている。同社ではこれらの

機能を生かし、バッグや時計など商品ご

とに詳しい知識を持つ鑑定士により正確

な鑑定を依頼したり、客が求めるブラン

ド品を全店から探すなど、店舗間の距離

を超えた連携を瞬時に行っている。

加えて、ブランド品の真贋
しんがん

を見極めるた

めに作成したオリジナルのマニュアル本は

30冊以上に達する。

ブランド品の情報を盛り込んだデータベ

ースも構築し、次々と登場する新作につい

ても毎日更新。登録商品数は3万点を超え

た。

「お客様にとってブランド品は一つひと

つが大切な思い出になる。偽物は絶対に扱

わない」。安山社長が話すように、同社の

一貫した姿勢が各店の信頼へと結びついて

いる。

全国の商業施設からの出店依頼も多く、

大型ショッピングセンターや都市中心部の

複合商業施設にも店を構えていることも特

徴で、初めて訪れた客にとって安心感につ

ながっているようだ。

「今の状況に満足はしていない。思い描

く目標への到達度はまだ10％ほど」（安山

社長）。株式上場や100店舗展開、そして海

外進出など、ブランドオフの挑戦は、これ

からが本番と言える。

12月、最激戦区・銀座に
ショップ開店！

繁盛店には、独自のノウハウがある――。
集客の仕組み、あるいは仕入れから商品の陳列、
サービスの充実といった店づくりの工夫などを大解剖します。

（株）ブランドオフ

「メルシー」「ブランドオフ」など
の店舗を展開

■ 所在地 金沢市新神田2-12-10
TEL 076-292-0770

■ 代表者 安山 勉
■ 設立 平成5年4月
■ 資本金 5,800万円
■ 従業員数 211名
■ 事業内容 海外ブランドのバッグ、
アクセサリー、雑貨、衣料、宝石、時計、
貴金属の古物品（リサイクル品）買い取
り・販売など
●http://www.brandoff.co.jp

加賀から全国35店舗のネットワークを構築
リアルタイムの見極めが信頼と躍進を支える

全国35店舗の様子をリアルタイムでチェックする

各地域に合った店づくりを進めている

目標到達度は10％
これからが本番

ハード・ソフトの充実
で顧客の信頼獲得に取
り組む安山社長
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起業にはリスクがあるとよく言い

ます。起業したいと思っていても、

ソフトバンク（株）の孫社長や（株）

ライブドアの堀江社長のような華々

しい成功は自分には無理だろうし、

失敗すれば財産をすべて失って一家

離散…みたいな両極端のイメージを

持つ人が多い。だけど、世の中には

その中間でそこそこ成功してるという人がたくさんいます。

最初はどんなに頑張ってもせいぜい数千万円の資金しか集ま

らないですから、大きな失敗なんてやろうと思っても無理で

す。ですからリスクを怖がらず、「起業する」ことを就職や転

職と同じ選択肢の一つとして考えてほしいですね。

やりたいことがはっきり分かっているなら、専門の知識や

技術がなくても起業することを勧めます。知識や技術はやり

ながら身に付きます。でも、最初に手がけた事業を成功させ

て、そのまま大きくなった人は案外少なくて、実は、そこか

ら派生したビジネスとか、失敗から生まれたアイデアで成功

する人がほとんどです。だから、「自分のやりたいことは何か」

と根を詰めて考える必要もないのです。

「成功するには東京に行かないと」と言う人がいます。も

ちろん、東京でしかできないこともありますが、みんながそ

んな成功を望んでいるわけではありません。どんなふうに成

功したいのか、100人いれば100通りの成功のかたちがあって、

自分らしく成功するチャンスは地方でも十分にあります。自

分のやりたい職業は東京にしかなく

て、でも地元が好きなら、そこで開

業すればいいんです。どこの地域で

もそこにしかないものがあるし、そ

ういった資源を活用した事業なら

ば、全国レベルでみても優位性があ

ります。

起業を目指す人のビジネスプランを見て感じるのは、商品

やサービスがあって、それらを提供する技術もあるんだけど、

「どうやって、誰に売るか」という視点が欠けている場合が多

いことです。そんなときには、まず売り込むターゲットを徹

底的に絞り込ませます。すると、どう売るかが見えてきます。

さらに、その商品やサービスもそのお客さんに合わせてもう

一度ブラッシュアップしていきます。ビジネスプランを練る

ときは、そんなところにも気を配ってほしいですね。

中高年の方が起業する場合は、自分が20～30年培った技術

や知識、ノウハウ、人脈を生かして何かやりたいと考えるの

が普通です。ただし、それにおんぶにだっこではいけません。

たとえ大企業に勤めていたとしても、会社を辞めれば明日か

らは“馬の骨”です。「おれは会社の看板で仕事してきたわけ

じゃない」と言い張る人もいますが、それは大きな勘違いで

す。前の会社の看板で会ってもらえるのは半年程度。ですか

らもう一回、ゼロから努力しないと。建設会社を辞めて蕎麦

の店を出したとか、今までのキャリアとはまったく違うこと

で成功してる人もたくさんいます。交渉の仕方や仕事の段取

りは分かっているのですから、出直すつもりでやれば未来は

開けます。

「起業」を就職・転職と同じ選択肢に。
自分サイズの成功は地方でも実現する

ISICOでは起業を支援するため、さまざまな施策を展開している。

その一環として今年10月には、若者の就業支援拠点「ジョブカフェ石川」で、

起業家を対象としたビジネスプラン・オーディションを開催した。

今回はこのオーディションで審査員を務めたほか、

経済産業省の後援を受けて起業・独立支援サービスを行うドリームゲート（http://www.dreamgate.gr.jp/）の

チーフプロデューサーとして活躍する吉田雅紀氏にインタビューした。

自身の起業体験やこれまで多くの起業家を支援してきた経験を踏まえ、独立開業に必要な考えを聞いた。

吉田雅紀氏●ドリームゲートチーフプロデューサー

昭和29年、大阪府生まれ。同志社大学商学部卒業、同志社大学大学院総合政策科学研究科博士課程前期修了。昭和54年、小泉産業（株）入社。昭和59年、社内ベンチャ
ーでベビーショップ「ポムアレー」を立ち上げ、事業責任者に。平成2年、小泉産業から分社し、（株）ポムアレーを設立、常務取締役に就任。平成5年、同社代表取締役
社長に就任。平成11年、（有）ベンチャー・サポート・ネットワーク（平成15年に株式会社に改組）を設立し、代表取締役社長に就任。平成15年から、ドリームゲートの
チーフプロデューサーを務める。中小企業診断士、ITコーディネーター。

起業のリスクは
たかがしれている

最初のアイデアにこだわらなくてもいい

成功のかたちは百人百色

今までのキャリアに甘えてはダメ

ビジネスプランは
どう売るかが大切



産業構造の高度化、急速な技術革新が進む中にあって、

企業にとってはビジネスチャンス獲得のために

新たなチャレンジが求められています。

その中で、独自の取り組みで工夫を見せ伸びゆく

2社を紹介します。

2 1 世 紀 の チ ャ レ ン ジ
ベンチャースピリットに触れる

アスリックは銀行や自治体などから
出資を受けていない独立系のシンクタ
ンクである。研究員は5名、その他の
スタッフを合わせても7名と小さな所
帯ながら、都市計画のマスタープラン
など地域づくりに関する調査研究、地
域や企業のための新しい情報システム
など、業務領域は実に幅広い。
これは、研究員それぞれが得意分野
を持っているからである。「そもそも
シンクタンクは人に対して仕事の依頼
が来るもの」と濱博一代表（写真）が
話すように、同社の事業は研究員それ
ぞれに仕事が発注されるスタイルで、
ひとつの会社組織というよりは、高度
な専門性を持った個人事業主、最近の

言葉で言うならばインディペンデン
ト・コントラクター（IC）の集まりと
表現したほうが適切かもしれない。
とはいえ、それぞれの専門領域を生
かして共同で業務にあたることで、大
きな仕事につながることもある。例え
ば、昨年11月に8つの町村で誕生した
南砺市（富山県）が合併協議する際に
は、グループウェアを提案。合併前の
各町村の業務についてネットワーク上
で互いに情報交換しながら、効率的な
一元化を支援した。
これからも、専門領域の深化とその
融合を図りながら、柔軟にITと社会を
考え、独自の調査研究、提案へとつな
げていく構えだ。

I Tと社会を考える独立系シンクタンク

（株）アスリック

■ 所在地 金沢市上若松町23
TEL 076-233-7217

■ 代表者 濱　博一
■ 設　立 平成9年4月
■ 資本金 1,200万円
■ 従業員数 7名
■ 事業内容 地域づくり活動などに関する調査研
究、情報流通・システムなどに関する調査研究
●http://www.neting.or.jp/usric

地域連携
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製造業向けの生産管理ソフトに注力

(株)コスモサミット

■ 所在地 金沢市示野中町2-113
TEL 076-224-6633

■ 代表者 吉田 裕
■ 設立 昭和26年4月
■ 資本金 1億2000万円
■ 従業員数 92名
■ 事業内容 業務用ソフトの開発
●http://www.csn.co.jp/

コスモサミットは現在、製造業向け

の生産管理ソフト「ものづくりシリー

ズ」の開発、販売に力を入れている。

「工程スケジューラ」ソフトでは、

設備の稼動状況や納期などが、ひと目

で分かるようになっており、マウスひ

とつで工程計画を立案できるのが特徴

だ。吉田裕社長（写真）は「このソフト

を使えば、これまでベテラン社員が、

経験・勘・度胸でやっていたことを簡

単にできるようになる」と胸を張る。

また、このシリーズでは中小企業の

現場の実情に合わせてカスタマイズす

るなど、創意工夫を加えて、他社ソフ

トとの差別化を図っている。

2007年には団塊の世代の退職に伴

う「2007年問題」が控えており、長年

のノウハウを持った多くの技術者が現

場を離れることも予想される。同社で

は、今後その際生じる多様なニーズに

応えていくため、「工程手順書」ソフト

などラインアップを充実させる考えだ。

ものづくりシリーズに代表されるよ

うに、同社では一品ずつオーダーメー

ドする請負型から、一つのソフトを大

量に売る製品販売型へと体質転換を図

っている。

今後は、海外も視野に入れ、自社の

技術を生かし、他社との連携も図りな

がら、GIS（地理情報システム）を使

ったソフトの開発など、さらに新しい

柱を目指す考えだ。

販路開拓
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第18回石川サイエンス・アン
ド・テクノロジーフォーラムが11
月18日（金）、今年4月に開学した
野々市町の石川県立大学で開催さ
れ、176名が参加した。
今回は、筑波研究学園都市内で活
躍中の石川県ゆかりの研究者で構成
される「筑波石川研究交流会」の研
究者と、県内4大学・県内企業の研
究開発担当者などとの技術交流・技
術移転などを目的に、積極的な交流
が図られた。
フォーラムでは、国際農林水産業
研究センターの野口明徳理事（筑波
石川研究交流会副会長）が「食料と
バイオマス」をテーマに、世界と日

本の食料供給の現状、環境・エネル
ギー問題と連動して関心が高まって
いるバイオマスの利用についての基
調講演を行い、参加者の関心を集め
た。
その後、工業分野と農業・食品産
業分野2会場に分かれての分科会が
開催され、活発な意見交換が行われ
た。また、休憩・交流会時の「技術
シーズポスターセッション」では、
研究者自らが技術発表を行った。

農業・生物系特定産業技術研究機
構中央農業総合研究センターの主任
研究官である長坂善禎氏は、コンピ
ュータ制御によって自動運転で苗を
植えることができる技術を開発し
た。
この田植機は、高精度ＧＰＳ（全
地球測位システム）によって自らの
位置を計測すると同時に、姿勢セン
サによって車体の傾きや進行方向に
対する姿勢のずれを計測し、これら
の情報を基に、操舵、エンジンスロ
ットル、無段変則レバー、クラッチ、
植え付け部の昇降、左右ブレーキな
ど、田植機の各部の操作量をコンピ
ュータで計算しながら、自動で運転
する。
あらかじめ田んぼの四隅の位置を
計測した作業経路を設定しておき、
そうすることによって田植機は田ん

ぼの端に達すると、植え付けを停止
してＵターンし、次の作業経路に進
むようステアリングやブレーキが操
作される。
設定した走行経路から横方向へ

のずれはわずか10cm程度で、作
業能率は10aあたり20分程度と
なっている。さらにロングマット
水耕苗（※）を搭載すれば、30a
まで苗を補給せずにノンストップで
田植えすることが可能で、走行中は
全く操作を必要としない。
今後は、作業の精度をさらに向上
させるとともに、走行経路の設定方
法や苗の補給など、人と協調して作
業する場合に最適な作業方法を検討
する考えだ。

筑波の研究者と交流を図る

第18回石川サイエンス・アンド・テクノロジーフォーラム

最新のシーズを県内企業の研究開発に役立ててもらおうと、
ISICOでは、筑波研究学園都市との交流活動に取り組んでいる。
ここでは、年に一度開いているサイエンス・アンド・テクノロ
ジーフォーラムの様子と注目の研究テーマを紹介する。

農業・生物系特定産業技術研究機構中央農業総合研究センター

ＧＰＳを利用した無人田植機で作業効率を大幅アップへ

野口明徳氏による「食料とバイオマス」をテーマにした講演に多
くの人が関心を寄せた

自らの位置をGPSで計測しながら自動運転する無人田植機

（※）土を使わずに水耕で育てた、土付

苗の何倍も長いマット状の稲苗

最先端のブレーンを企業の力に

＜お問い合わせ＞

(財)石川県産業創出支援機構 プロジェクト推進部
TEL 076-267-6291

本研究の詳細は、2005年度筑波石川研究交流会
研究室レポートに掲載してあります。
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【割賦】

7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

経営の安定や積極的な事業展開を
支援する融資・助成制度のご紹介です。

●平成17年度、石川県産業創出支援機構では、以下の貸付・貸与事業を実施しています。

設備資金貸付事業、設備貸与事業、産学・産業間連携等設備貸与事業

創業・経営基盤の強化に必要な設備資
金の1/2以内を長期・無利子で貸付
（中古設備可）

創業・経営基盤の強化に必要な設備を
ISICOが代わって購入し、長期・低利で貸
与（割賦またはリース）
（中古設備可）

7年以内
（うち据置期間半年または1年以内）

無利子 【割賦損料】
年2.75％
実質金利2.00～2.25％

50万円～4,000万円
（特例25万円～6,000万円）

設備資金貸付 設備貸与

100万円～6,000万円

※保証人必要。貸付金額1,000万円超の場合、原
則として物的担保が必要
※県の制度金融との併用可能

創業・経営基盤の強化に必要な設備をISICO
が代わって購入し、長期・低利で貸与（割賦）
（中古設備可）

100万円～6,000万円

産学・産業間連携等設備貸与

※県のほか、市町村によりさらに利子補給があります
ので、当機構へ相談・お問い合せください。

（割賦・リース） （割賦）

【リース料】
月1.408％（7年）
～3.006％（3年）

【割賦】7年以内
（うち据置期間半年ま
たは1年以内）

【リース】3～7年
（設備引渡の翌月より、
毎月自動振込）

※保証金10％（割賦制度）。
原則として保証人のみ

●産学・産業間連携事業の補助金を受けた企業
●モノづくり再生支援プログラム対象企業
●経営革新支援法等承認企業
●地域貢献型企業

【県の利子補給】
● IT（情報技術）分 0.75％
● 産学・産業間連携支援分 0.75％
● 一般分 0.50％

※ただし、次のいずれかに該当する企業であること

※保証金10％（割賦制度）。原則として保証人のみ

※県のほか、市町村によりさらに利子補給があります
ので、当機構へ相談・お問い合せください。

【県の利子補給】
● IT（情報技術）分 0.75％
● 産学・産業間連携支援分 0.75％
● 一般分 0.50％

貸付限度額

内
容

利
息

期
間

【割賦損料】
年2.75％
実質金利2.00～2.25％

（財）石川県産業創出支援機構　経営支援部 設備資金課 TEL 076-267-1174

情報誌アンケートの結果を報告します！

ISICOライブラリ　書籍・ビデオ情報

2006年に、新・会社法が施行されます。改正法をい
かに経営に生かすかで中小企業の経営も変わってきま
す。「中小会社のための新・会社法（全2巻）」を整備
しました。貸し出しておりますので、ぜひご活用くだ
さい。

ビデオ情報

ISICOライブラリーでは、皆様のご要望を取り入れ
ながら、随時、書籍・ビデオの整備を行っていま
す。お気軽にお立ち寄りください。

開館時間
月～金曜日 8時30分～19時30分
土曜日 10時～17時

休館日
原則として日曜・祝祭日、
年末年始（12月29日～1月3日）
※このほか、都合により休館することもあります。

【お問い合わせ】
（財）石川県産業創出支援機構
インフォメーションセンター
TEL 076-267-1001

●「各社の経営姿勢や興味を持てる異業種の紹介記事を楽しく読ませていただきました」。

●「読んでいて、とてもやる気が湧いてくる内容になっていると思います」。

●「内容がだんだんと濃いものになってきています。元気な企業をどんどん紹介してください」。

●「読みごたえのある記事がたくさん載っていて、参考になりました」。

●「ISICOを知らない県内企業のために、支援事例や具体的な対応について掲載してほしい」。

●「各企業が抱えているハード面やソフト面についての課題が記載されていれば、 業種間交流が
活発になるのでは？」。

「帝国データバンク会社年鑑　2006」を整備し
ました。全国の有力・優良企業15万社の2005
年3月期決算を収録したものです。業績推移や
業種別ランキングも収録されていて、知りたい
企業の安定度や成長性が一目でわかります。閲
覧できますので、ぜひご活用ください。

書籍情報

情報誌ISICOでは、読者の皆様にアンケートを
実施しております。毎号、多くの方々にご協力
いただき、ありがとうございます。今回はアン
ケートで寄せられた回答の中から一部をご紹
介します。これからも皆さんから寄せられた貴
重なご意見を参考にして、より魅力的な誌面づ
くりに努力してまいります。



今回の特集では、「研究開発」を武器に、自

社ブランドを確立している事例を紹介してい

ます。また、各分野で活躍されている方々へ

のインタビューも掲載させていただきまし

た。取材のご協力、誠にありがとうございま

した。
［発行月］2005年12月（年4回発行）［発行所］財団法人　石川県産業創出支援機構［編集協力］ライターハウス／金沢市問屋町1丁目75番地

DGnet（デジネット）は、最新情報の収集から、経営や技術に関する相談、産学官のネットワーク形成など、
あなたのビジネスをインターネット上で支援します。

日　程 ■ 1/12（木）～13日（金）
テーマ ■ MS-Accessマクロ
場　所 ■県IT総合人材育成センター　
県IT総合人材育成センター　2076-267-8000

日　程 ■ 1/12（木）～13日（金）
テーマ ■ Illustrator入門
場　所 ■県IT総合人材育成センター　
県IT総合人材育成センター　2076-267-8000

日　程 ■ 1/17（火）
テーマ ■北陸地域MOTシンポジウム&プレスクール

―技術力を活かす企業経営のために―
場　所 ■ボルファートとやま4階「琥珀の間」他　
経済産業省　中部経済産業局　2076-432-5518

日　程 ■ 1/20（金）
テーマ ■第9回ビジネスモデル研究会
場　所 ■県地場産業振興センター　
県産業創出支援機構　2076-267-6580

日　程 ■ 1/24（火）～25（水）
テーマ ■ DreamWeaver入門
場　所 ■県IT総合人材育成センター　
県IT総合人材育成センター　2076-267-8000

日　程 ■ 2/9（木）～10（金）
テーマ ■ Fireworks入門
場　所 ■県IT総合人材育成センター　
県IT総合人材育成センター　2076-267-8000

日　程 ■ 2/21（火）～22（水）
テーマ ■ CGI入門
場　所 ■県IT総合人材育成センター　
県IT総合人材育成センター　2076-267-8000

日　程 ■ 1/25（水）～27（金）
テーマ ■ 第2回国際水素・燃料電池展（FC EXPO 2006）
場　所 ■東京ビッグサイト　
国際水素・燃料電池展事務局　203-3349-8502

日　程 ■ 2/2（木）～3（金）
テーマ ■ ISHI-BRAマーケットプレイス
場　所 ■東京都立産業貿易センター浜松町館　
県産業創出支援機構　2076-267-1140

日　程 ■ 2/21（火）～23（木）
テーマ ■ nano tech 2006

国際ナノテクノロジー総合展・技術会議
場　所 ■東京ビッグサイト　
nano tech 実行委員会事務局（株） 203-3219-3567

日　程 ■ 3/14（火）～17（金）
テーマ ■第34回国際ホテル・レストラン・ショー
場　所 ■東京ビッグサイト　
HCJ三展合同事務局　203-3434-1377

SEMINAR セミナー

“デジネットウォーカー”に
まずはご登録下さい!

ISICO主催イベント・セミナーへ
ボタン一つでお申込みが可能です！

デジネット活用講座 6

ISICOでは、経営・技術に関するイベントやセミナーな
どを年間200本以上実施しており、随時、デジネットで情報
発信しております。
このDGnetをご利用になれば、参加申し込みする際、煩
わしい入力をしなくても、ボタン一つで申し込むことが可
能です。ぜひ、この便利な機能をご活用ください！！

（注）イベント・セミナーに参加申込み機能がついてい
ない場合もございますので、あらかじめご了承願います。

起業・新分野進出のほか、経営や技術の高度化などに役立つ
情報を紹介するページです。INFORMATION TABLE インフォメーションテーブル

さらに詳しい情報・最新情報は、DGnet↓
http://www.isico.or.jp

をご覧ください。

EVENT イベント

［利用方法］
1参加したいイベント・セミナーをクリックし、内容を表示します。

2申込方法の欄に、この画像があれば、ボタン一つで申し込み可能
です。

3左記の画面が表示されますので、内容を確認の上、申込ボタンを
クリックすることにより、お申込みが完了します。

申込者と主催者側へ参加申込み受付メールが届きます。

DGnetWalkerの参加申込みはこちら

http://www.isico.or.jp


